
事業所名シルバープラザ　グループホーム愛

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 4

運営推進会議に参加
して頂ける家族・地
域の方が一定されて
きている。

地域交流に協力し、施設を
開放して、いつでも見学で
き立ち寄れる場とする。

2 34

職員、利用者様の出
入りがあり定着した
情報の共有が難し
い。

職員が長く勤めていたい
職場つくり、利用者様が
健康で残存機能を活かし
た生活が送れるホーム。

3 40

食事を一斉に準備し
提供する事から、起
きるのが遅かった
り、本人が食べる
モードにならないの
に食事が配られ残
す。

個々の24時間生活に合わせ
た暮らしをして頂ける様に
食生活から変えていきた
い。

4 52

居室以外の共有部分
に華やかさがほし
い。

習字・硬筆･裁縫等、依
然行っていた事、得意な
事活かし作品にする。で
きた作品の掲示。

5 55

短期記憶を失うことで
継続して作り上げるが
出来ない。つききりの
介助が出来ない。

出来たこと、頑張ったこ
とに対して、達成感を
持ってもらえるような援
助をする。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

平成 24年 11月 12　日

目標達成に
要する期間

12ヶ月

12ヶ月

食事時間やメニューを好み
のメニュー、時間に提供で
きるようにし、一人一人の
食生活を個別に提供した
い。

12ヶ月

目　　　　標

御家族、地域の皆様に喜ん
で出席して頂けるような魅
力ある会議にしたい。

２　  目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

居室の入り口、ローカ、リ
ビングに季節・行事等変化
にとんだ手作り作品の展
示･利用者様の作品等の掲
示を行い家庭的な雰囲気を
演出する。

6ヶ月

利用者一人一人が残存機能
を活かし、ホームで出来る
ことを本人の生きがいとし
て続けられるようにした
い。

6ヶ月

緊急時や急変時に、それぞ
れの対応を的確に行える様
日頃から利用者情報を把握
する。


